
平成 25 年度 第 4 回 島臨技理事会 議事録 

 

開催日時 平成 26 年 1 月 18 日（土）13：00～ 

開催場所 松江赤十字病院 本館 6 階第 2 会議室（松江市） 

出 席 者 
角森 石原 北尾 錦織昌 和田 陶山 公田 青山 岸本 若槻 江角 加藤

新田 恒松 遠藤 岡代 錦織二 

欠 席 者 なし 

議 長 錦織昌 

 

議事概要 

●報告事項 
１．各専門部から 

○総務：会員の動向：427 名（平成 26 年 1 月 17 日現在） 

○企画：・11 月に松江市健康福祉フェスティバル実行委員会に参加 

       次回は 6 月 29 日（日）開催予定 

     ・本日 新人研修会開催 

     ・3 月 30 日（日）精度管理報告会 出雲市で 13:00～予定 

○学術：・研修会残り 4 件 今年度のべ参加人数は前年度並み 

     ・島根医学検査作成中（投稿 8 件） 

      原稿査読に関しては新田さんに一任 

総説は出雲総合医療センター黒田先生にお願いした 

○西部地区：第 2 回島根県医学検査学会 

       演題 9～10 題  近日抄録配布予定 

○会長より：日臨技全国幹事連絡会、技師連盟連絡責任者会議に参加予定 

○その他： 事務局より 

     １．日臨技精度管理保証施設認証申請について 

       島根県認証委員会への提出期限（9 月 20 日～11 月 20 日） 

      「島根県環境保健公社」更新申請受理→県委員会にて審査終了→日臨技へ届け出済み

     ２．季刊誌「ピペット」配布協力施設について 

       12 月 10 日締め切りで募集した結果、以下の 6 施設より応募あり 

       隠岐病院、島根大学病院、県立中央病院、松江赤十字病院、奥出雲病院 

       雲南市立病院（申込順） 

       日臨技に登録済み 

       追加可能なので、希望あれば事務局に連絡下さい。 

 

 

●審議事項 
１．新人研修会の参加費について  

  多くの方に参加してほしく、他の研修会と趣旨がちがうので参加費は徴収しない事とする 



  施設代表者会議も同様の理由で参加費は徴収しない事とする 

  原則として、学術部の研修会以外のものは参加費徴収しない事とする   

２．陶山学術部長より 

  ・学術部再編に伴う部門の振り分け、部門員の選出、中四国支部での部門長選出について 

    学術部門（支部学術部門にあわせて） 

①生物化学分析部門 

      ②臨床一般部門 

      ③臨床血液部門 

      ④臨床微生物部門 

      ⑤輸血細胞治療部門 

      ⑥病理細胞部門 

      ⑦染色体・遺伝子部門 

      ⑧臨床生理部門 

      ⑨臨床検査総合部門 

  ・中四国支部研修会について 

    平成 25 年度は遺伝子検査について研修会を行った。今年度、支部研修会を行ったのは島根県だ

けだった 

    来年度は中国四国支部輸血学会が島根県であるので、合わせて支部研修会も開催してほしいと

いう打診があった 

    各班で協議、検討して下さい。事務手続き等あるので、半年前には決めて準備してほしい  

３．新法人移行に伴う学術、広報活動等に対する支出について 

    資産を減らすために、平成 26 年度は「講師料」「交通費」は事務局から支出する 

    高名な先生の講演企画して下さい 

４．第 2 回島根県医学検査学会について 

    開催日：平成 25 年 2 月 23 日（日）9 時～ 

    場所：浜田ワシントンホテルプラザ 

    10 周年記念懇親会 会費について 

      1,000 円か 2,000 円か・・・事務局と相談（実費は飲み物代含めて１人 4,000 円くらい） 

５．「総説」執筆者（非会員）への執筆料について 

    執筆者は一律 3 万円 

    原稿査読者への御礼は一題につき 2 千円の図書カードとする 

６． 精度管理委員長の後継者選任について 

    松田委員長より、後継者を選任して頂き業務を引き継ぎたいという希望あり 

    2 月末までに検討します。決まらなければ三役で推薦する 

７．島臨技ホームページの個人情報について 

    現在、ホームページで島臨技ニュースがそのまま閲覧できる 

    島臨技ニュースは個人情報も掲載してあるのでパスワード管理したほうがいい 

    山口班長にお願いする。パスワードを周知させる。 

８．「説明のできる臨床検査技師」について 

   北尾副会長が日臨技の会に参加 



   日臨技としては採血時に採血や検査についての説明のできる技師を育成したい 

   今後、施設代表者会議で日臨技の考えを説明して頂き、研修を進めていく予定 

９．「島臨技創立 65 周年記念事業」について 

   来年行うか検討。次回理事会の議題にする 

 

記録作成 島臨技理事  青山真理 提出：平成 26 年 3 月 18 日 

 

 


